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市
制
施
行　

周
年
▼
小
郡
鳥
栖

南
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る

県
道
鳥
栖
朝
倉
線
が
開
通

第
７
代
市
長
に
向
門
慶
人
氏
▼

市
役
所
新
庁
舎
が
完
成
⑩
▼
サ

ロ
ン
パ
ス  

ア
リ
ー
ナ
が
完
成

し
、
久
光
ス
プ
リ
ン
グ
ス
の
練

習
拠
点
が
鳥
栖
市
に
▼
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

と
っ
と
ち
ゃ
ん
、
ハ
ル
ち
ゃ
ん
、

ウ
ィ
ン
ト
ス
に
特
別
住
民
票
、

特
別
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

交
付
⑨

鳥
栖
市
へ
の
進
出
企
業
数
が
２

０
０
社
に
到
達

熊
本
地
震
発
生
、
被
災
地
へ
職

員
を
短
期
派
遣

教
科
『
日
本
語
』
市
立
全
小
・

中
学
校
で
本
格
ス
タ
ー
ト
⑧
▼

森
林
基
幹
道
九
千
部
山
横
断
線

開
通

藤
木
遺
跡
か
ら
青
銅
器
（
銅
釦
）

の
石
製
鋳
型
が
全
国
初
出
土
▼

鳥
栖
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

完
成

九
州
国
際
重
粒
子
線
が
ん
治
療

セ
ン
タ
ー
開
設
▼
久
光
製
薬
ス

プ
リ
ン
グ
ス
が
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
史
上
初
の
５
冠
達
成

ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
開

所
▼
ド
イ
ツ
・
ツ
ァ
イ
ツ
市
と

『
友
好
交
流
都
市
協
定
』
を
締

結
▼
鳥
栖
市
の
人
口
が
７
万
人

を
突
破

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全

線
開
通
、
新
鳥
栖
駅
開
業
⑦
▼

サ
ガ
ン
鳥
栖
が
Ｊ
１
昇
格
決
定

▼
鳥
栖
西
部
第
二
工
業
用
地
の

分
譲
開
始

弥
生
が
丘
小
学
校
新
設
開
校

第
６
代
市
長
に
橋
本
康
志
氏

勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
が
国
史
跡

に
指
定
▼
佐
賀
県
立
九
州
シ
ン

ク
ロ
ト
ロ
ン
光
研
究
セ
ン
タ
ー

開
設
▼
グ
リ
ー
ン
・
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
・
パ
ー
ク
鳥
栖
の
分
譲

開
始
▼
鳥
栖
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
完
成

福
岡
県
西
方
沖
地
震
発
生
、
鳥

栖
市
は
震
度
５
弱
を
観
測

鳥
栖
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
が
完
成
▼
鳥
栖
市
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
と
っ
と
ち

ゃ
ん
誕
生

鳥
栖
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
高
架

橋
『
サ
ガ
ン
ク
ロ
ス
橋
』
が
完

成第
５
代
市
長
に
牟
田
秀
敏
氏
▼

鳥
栖
市
の
人
口
が
６
万
人
を
突

破鳥
栖
北
部
丘
陵
新
都
市
『
弥
生

が
丘
』
の
住
宅
分
譲
開
始

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
が
解
散
、『
サ

ガ
ン
鳥
栖
Ｆ
Ｃ
』
が
発
足
▼
鳥

栖
北
部
丘
陵
新
都
市
（
産
業
用

地
）
の
分
譲
開
始

鳥
栖
駅
東
西
連
絡
通
路
『
虹
の

橋
』
開
通
▼『
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア

ム
』
が
完
成
、
こ
け
ら
落
と
し

に
約
２
万
人
が
来
場
⑥
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市
の
鳥
『
メ
ジ
ロ
』
制
定
▼

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
Ｐ
Ｊ
Ｍ
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
が
鳥
栖
市
に

移
転

映
画
『
月
光
の
夏
』
上
映

『
フ
ッ
ペ
ル
の
ピ
ア
ノ
』
保
存

へ
⑤
▼
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

鳥
栖
西
部
工
業
団
地
の
分
譲

開
始

第
４
代
市
長
に
山
下

雄
氏

▼
大
分
自
動
車
道
・
鳥
栖
ー

朝
倉
間
開
通
▼
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
全
面
供
用
開
始

鳥
栖
小
学
校
高
田
分
校
廃
校

長
崎
自
動
車
道
・
鳥
栖
ー
佐

賀
大
和
間
開
通

鳥
栖
駅
操
車
場
（
ヤ
ー
ド
）

廃
止
▼
市
民
憲
章
、
市
の
花

『
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
』
制
定

安
永
田
遺
跡
が
国
史
跡
に
指
定

若
葉
小
学
校
新
設
開
校
▼
鳥

栖
商
工
団
地
の
分
譲
開
始

上
水
道
通
水
式
、
宝
満
川
か

ら
市
独
自
の
取
水
開
始

九
州
自
動
車
道
・
鳥
栖
ー
古

賀
間
開
通

鳥
栖
市
の
人
口
が
５
万
人
を

突
破

市
の
木
『
モ
チ
ノ
キ
』
制
定

▼
九
州
自
動
車
道
・
鳥
栖
ー

南
関
間
が
開
通
、
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
一
部
供
用
開
始
④

河
内
小
学
校
廃
校
▼
鳥
栖
商

業
高
校
開
校

第
３
代
市
長
に
原
忠
實
氏
▼

河
内
ダ
ム
完
成
③

鳥
栖
西
中
学
校
開
校
（
麓
・

旭
中
を
統
合
）▼
鳥
栖
基
山
農

業
協
同
組
合
設
立

市
庁
舎
落
成（
各
支
所
を
廃
止
）

県
東
部
工
業
用
水
道
事
業
（
第

１
期
）
が
完
成

第
２
代
市
長
に
安
原
謙
市
氏

国
立
九
州
工
業
技
術
試
験
所

（
現
在
の
産
総
研
九
州
セ
ン
タ

ー
）
開
設

轟
木
工
業
団
地
の
分
譲
開
始

市
消
防
本
部
、
市
消
防
署
設
置

鹿
児
島
本
線
門
司
港
ー
久
留

米
間
電
化
開
通
②

国
道　

号
（
永
吉
ー
轟
木
間
）

開
通

『
御
田
舞
』
が
県
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
▼
大
字
を
廃
止
、

新
町
名
に

鳥
栖
市
土
地
改
良
区
設
立

鳥
栖
小
学
校
第
２
分
校
（
鳥

栖
北
小
学
校
）
開
校

市
制
施
行
、
鳥
栖
市
発
足
①

▼
初
代
市
長
に
海
口
守
三
氏

▼
工
場
誘
致
条
例
制
定
、
積

極
的
な
企
業
誘
致
が
進
む
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①合同調印式

②鳥栖駅での電化開通の式典

③河内ダム落成

⑦新鳥栖駅を出発した一番列車

⑨特別住民票、特別マイナンバーカードを交付

⑩新庁舎が完成

⑧教科『日本語』スタート

④昭和 54年ごろの鳥栖ジャンクション
（大分自動車道は未完成）

⑤フッペルのピアノ

⑥鳥栖スタジアム落成
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